
 

今月の内容は... 

・モルモットの繁殖のおはなし 

・ダイアナモンキー  

～最近、おいしい干し芋は食べましたか？～ 

・フブキ来園 

 

 

 

令和６年(２０２４年)４月号  

 

・・・・・・１ 

・・・・・・５ 

 

・・・・・・９ 

 



モルモットの繁殖のおはなし 
 

サポートクラブの皆さんこんにちは！ 

いつも動物たちへのあたたかいご支援ありがとうございます。 

こども動物園４年目に突入した飯島です。 

今年度は引き続きエゾユキウサギとトガリネズミ、 

新たにモルモットの担当となりました。 

 

今回のサポクラ通信は、 

３月１６日に誕生したモルモットのこどもについてお話ししたいと思います。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

今回出産したのは２０２３年１１月に旭山動物園より来園した「ラテ」という個体で

す。父親は「ナッツ」です。 

約２週間のお見合いを経て、２０２３年の１２月３１日に初めて同居をしましたが、ナ

ッツがしつこく追いかけまわして、ラテが

嫌がったので短時間で中止しました。 

年が明けて１月６日から 2 回目の同居で

す。約３週間同居をしましたが、目視では

交尾が確認できなかったので、2 月半ば

にエコー検査で胎児を確認して、やっと

妊娠が確認できました。 

そのころからラテも食欲が旺盛になり、

通常の餌の量を少しずつ増やしていきま

した。 

 

ラテは、円山動物園で飼育しているモ

ルモットの中では割と神経質なほう

で、覗きに行くと隠れてしまいます。

しかし、体重測定の際には、それほど

抵抗なく体重を測らせてくれます。お

かげで、妊娠期間中に体重が増加し

ていく様子を観察することができま

した。 

 

エコー検査の画像 

ラテ 体重測定中 
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モルモットのこどもは、他のげっ歯類の仲間に比べると、非常に大きく生まれてき

ます。９００ｇ～１０００ｇ程度の母親から平均６０～７０ｇのこどもが２～５頭産まれ

てきます（こどもだけで 300ｇになることも！）。大きなこどもを生むということ

は、仔が無事成長する確率は高くなりますが、それだけ難産の可能性も高いという

ことです。 

円山動物園では、今まで何度

もモルモットの繁殖に取り組

んでいます。しかし、すべての

出産がうまくいったわけでは

ありません。残念ながら難産

のために母子ともに死亡して

しまった例もあります。 

今回の繁殖でも、難産を避け

るということは担当者である

私と獣医チームの大きな課題

でした。 

出産前に胎児の頭数を確認す

るためにレントゲン検査をす

るのですが、撮影したところ胎

児は２頭でした。通常２～５頭

出産するとされているモルモ

ットですが、胎児数が少ないと

成長しすぎて難産になる可能

性がより高まります。 

 

そこで、「帝王切開（母親のおなかを切って、手術で胎児を取り出すこと）」も視野に

入れて準備を進めました。 

だんだんとラテの腹部が膨らんできましたが、予定日を過ぎてもなかなか産まれ

ません。これまでの経験から、出産予定日を大きく過ぎると難産になる可能性が高

いだろうという予測をしていました。帝王切開をすべきなのか、それとも自然分娩

で大丈夫なのか、胎児の大きさを確認するためにレントゲン検査を実施しました。 

検査の結果、胎児は十分に生育しており、骨盤も開き始めていることから、自然分

娩を選択し、陣痛を促進する薬を使って、出産の様子を観察しつつ、難産の場合は

人間が手を貸す、という方針にしました。 

 

 

レントゲン検査の画像  

２頭の胎児の骨格がうつっています 
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薬を投与した後、３０分ほどたつと「ピィ！」という鳴き声が聞こえ、覗いたところ

1 仔誕生していました。２仔目も難なく産まれてきて、何事もなく無事出産が終わ

り、獣医師と私はほっとした気持ちでこどもをなめるラテと、２頭のこどもたちを

見守っていました。 

こどもたちの成長は非常に早く、生まれた時から目も開いており、自力で移動する

ことができます。翌日にはふらつきながらもしっかりとした足取りで歩きまわり、

体重測定のときには力強く鳴く姿も見られました。（ちなみに、翌日の体重測定は

それぞれ１００ｇ超と非常にビッグなベイビーでした…） 

生後４日目で親と同じ野菜やペレット、乾草を食べ始

め、しっかりとした糞も確認できました。 

 

２頭はすくすくと成長し、約１か月たった４月１５日か

ら展示場での飼育を開始しています！

出産直後のようす 

こどもの糞 

展示場でのようす 
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大きくなった２頭にぜひ会いに来てくださいね！ 

 

展示場に移動する直前の母とこども 
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犬猿の仲？ダイアナモンキーの３頭が同居 !? 特
集 

同居しているダイアナモンキーの「はかた」「ラビ」「クロワ」。「ラビ」が「はかた」の毛繕いを行い、異様な至近

距離でそれを見つめる「クロワ」。令和 6 年 4 月 11 日（撮影者：祐川） 

さっぽろ円山動物園サポートクラブの皆様、いつもご支援いただきありがとうございます。昨年４月から

マンドリルやフサオマキザルなどの霊長類を飼育展示するモンキーハウスと、身近にいながらあまり知ら

れていないトガリネズミ担当の松本です。円山動物園に来て１年が経ちました。この１年間はエリマキキ

ツネザル「ナッツ」やドグェラヒヒ「ゆうこ」とのお別れという悲しい出来事もありましたが、エンリッチ

メントによる飼育管理の工夫やトガリネズミの捕獲調査など先輩方に指導いただきながら様々な経験をさ

せていただき、毎日がとても勉強になっています。今後も動物たちのためにより成長できるよう頑張りた

いと思います。 

 

そして、今回はダイアナモンキー３頭の同居について特集しました。もともとは２頭（ラビ・クロワ）と

１頭（はかた）で別々に飼育されていました。昨年度は３頭が同居に向けて少しずつ距離を縮め、良い関

係性になるように調整してきました。４月１１日の休園期間中に無事に同居試験を終え、２４時間の同居

に切り替えています。この過程や詳細をお知らせさせていただきたいと思います。 

また、最後までお読みいただくと干し芋を用いた謎のサブタイトルもご納得いただけるかと思います！ 

 

- 5 -



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
  

ダイアナモンキーの群れ？ 
解
説 

野
生
で
は
1
頭
の

数
頭
の

そ
の
子
か
ら
な
る
10

20

頭
ほ
ど
の
群
れ
で
生
活

群

れ
で
は
子
は
母
親
の
地
位
を
継
承

メ
ス
は
一
生
母
親
の
群
れ
の
中

に
残

オ
ス
は
3
歳

頃
に
は
性
成
熟
に
達

の
直
前
に
群
れ
を
離

よ
う
な
群
れ
を
形
成

生
息

地
を
共
有
す
る
他
の

ニ
シ

グ
エ
ノ
ン

も
形

成

混
群
で
は
捕
食
者
を
発

見
し
た
と
き
に
互
い
に
警
報
音

lon
g
-d

istan
ce call

鳴
ら
し

 

「はかた」は「ワシントン」と、「ラビ」「クロワ」は「ウーロン（オス、2022 年没）」という組み合わせで

2017 年より繁殖のため別々の飼育場で生活していました。このときにメスの３頭は親子でありながらも

別群という認識が出来てしまったのではないかと考えています。別々で飼育して以降はお互いが近づくとそ

れぞれが威嚇する行動も見られており、一緒の空間で飼育することができない状態となっていました。 

 

 

同
居
に
向
け
て 

 

 
 

ワ
シ
ン
ト
ン

の

頭
で
飼
育
さ
れ

野
生
下
で
は
群
れ
を
形
成
す
る
ダ
イ
ア
ナ
モ
ン

毛
繕
い
な
ど
の
社
会
的
な
行
動
の
選
択
肢

を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要

飼
育
下
の
限
ら
れ

た
特
殊
な
空
間

同
居
さ
せ
る
こ
と
で
闘
争
の
発
生
や
不

な
ど
の
負
の
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

背
景

威
嚇
な
ど
の
敵
対
的
な
行

動
を
示
し
て
い
る
個
体

同
種

野
生
で
は

群

同
居
あ
り
き
で
飼
育
管
理
を
進
め
る
こ
と
は

動
物
福
祉
の
観
点
に
お
い
て
は
危
険

個
体
が
対
象

個
体
と
の
社
会
的
な
行
動
を
求
め
て
い
る
の
か
を
見
極

自

然
に
も
つ
能
力
を
発
揮

行
動
を
自
然
に
求

め
る
よ
う
に
も
環
境
を
少
し
ず
つ
動
物
の

を
み
な
が

ら
整
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

 

２頭で同居している「ラビ」と「クロワ」。「ラビ」

が「クロワ」の毛繕いをしている。令和５年 4 月

23 日（撮影者：松本） 

相
関
図 

混
群

…
 

同
種

厳

面

 
 

野
生
の

は
他
の
霊
長
類

と
の
関
係
が
比
較
的
寛
容
で
あ
る
に
も
か
か
わ

強
い
縄
張
り
意
識
が
あ
る
た
め
同
種
内
で

競
合
す
る
群
れ
に
対
し
て
は
不
寛
容

縄
張

り
の
境
界
線
を
維
持

同
種
の
別
群

れ
に
対
し
て
も
警
報
音
を
利
用
し
て
近
づ
か
な

い
よ
う
に
警
告

 

明
日
誰

言

 

豆
知
識 

 

は
様
々
な
捕
食
者
に
対

し
て
特
定
の
警
報
音
を
用
い
る
と
い
う
特
徴
も

持

ど
の
よ
う
な
捕

食
者
が
近
く
に
い
る
か
に
応
じ
て
適
切
な
防
御

戦
略

捕
食
者
と
な

る

や
カ
ン
ム
リ
ワ
シ
な
ど
の
猛
禽
類
は

不
意
を
突
い
て
獲
物
に
忍
び
寄

警
報

音
が
鳴
る
と
狩
り
を
放
棄
す
る
可
能
性
が
高
く

な
ど
の
追
跡

型
の
捕
食
者

獲
物
の
位
置
を
特
定
す
る
た

め
に
獲
物
の
警
報
音
に
注
意
を
払

は
チ
ン
パ

を
見
つ
け
た
り
声
を
聞
い
た
り
し
て
も

沈
黙
を
保
つ
と
い
う
研
究
結
果
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毎
日
の

 
 

枝
葉
に
餌
を
隠
し
た
り
床
面
に
植
栽
を
施

屋
内
外

を
開
放

毎
日
の
選
択
肢
を
増
や
し

な
経
験
を
増

様
々
な
事
象
に
対
し
て
ポ
ジ
テ

な
判
断
を
示
す
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待

 

 

餌
の
変
更 

 

果
物
や
根
菜
は
大
好
物
で
与
え
や
す
く
高

で
も

あ
る
た
め

一
定
の
量
を
与
え
る
こ
と
で
良
好
な
栄
養
状
態

を
保
ち
や
す
い
で
す
が

イ
ギ
リ
ス
の
動
物
園
で
の
研

究
結
果

葉
野
菜
中
心
の
餌
へ
切
り
替
え
る
こ
と

で
様
々
な
健
康
的
な

が
得

威
嚇
や
攻
撃
も

減
少
し
た
と
い
う
報
告

こ
れ
を
参
考
に
サ

な
ど
の
割
合
を
減

レ
タ
ス
や

な
ど
を
増
量
し

新
た
に
小
松
菜
と
チ

ン
ゲ
ン
菜
も
追
加

葉
物
も
毎
日
同
じ
で
は
な
く

種
類
を
日
替
わ
り
で
給
餌
す
る
よ
う
に
調
整

 

既
に
同
居

に
お
い
て
も

餌
の
切
り
替
え
前

同
じ
空
間
で
果
物
な
ど
を
食
べ
よ

に
威
嚇

近
づ
き
す

ぎ
る
と
攻
撃
的
に
追
い
か
け
る
こ
と
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん

餌
を
切
り
替
え
て
数
週
間
後
に
は
２
頭
が

同
じ
空
間
で
食
べ
る
姿
を
見

月
後
に
は
隣
り
合
わ

せ
で
果
物
も
食
べ
ら
れ
る
姿
も
見

好
物

が
減

単
純
に
考
え
る
と
奪
い
合
う
よ
う
な
可
能
性

も
あ
る
よ
う
に
思

葉
物
中
心
に
切
り
替
え
た

こ
と
で
餌
に
関
す
る

は
減
少
し
た
印
象
を
受
け

 

 

の
ぞ
き
穴 

 

飼
育
場
を
隔
て
る
板
に

の
ぞ
き
穴

今

ま
で
も
隣
同
士

鳴
き
声
は
聞

移
動
の
瞬
間
や
隙
間
な
ど
か
ら
お
互
い
の
姿
が
見
え
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま

限
定
的
な
姿
し
か
お
互
い
の
状
況

を
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

の
ぞ
き
穴

限

ら
れ
た
時
間
だ
け
は
な
く
休
息
し
て
い
る
様
子
や
餌
を
食
べ

て
い
る
と
き
の
姿
を
お
互
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

れ
ら
は
相
互
理
解
に
重
要
だ
と
考

 

 

楽
し
い
特
別
な
と
き
を
一
緒
に
過
ご
す 

 

同
居
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
な
か

少

し
ず
つ
距
離
が
近
づ
い
て
き
た
の
を
確
認
し
た

で
の
楽
し
い
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
も
調
整

格
子
を
隔

頭
が
一
緒
に
い
る

状
態

餌
と
は
異
な
る
好
物
の
果
物
な
ど
を

与
え
る
時
間
も
作

同
居
す
る
個
体

に
対
し
て

な
印
象

と
が
目
的

既
に
半
年
以
上
同
居
に
向
け
た
取
り
組

み
を
少
し
ず
つ
重

給
餌
中
も
お
互
い

が
威
嚇
な
ど
で
干
渉

自
身

が
欲
し
て
い
る
は
ず
の
餌
を
他
者
が
食
べ
て
い
て
も
興

奮

大
変
良
好
な
状
態

 

同

居

向

取

組

 

の
同
居
が
安
全
に
で
き

自
然
に
お
互
い
を
求
め
る
よ
う
に
様
々
な

取
り
組
み
を
行

 

枝葉 

のぞき穴 

レタス 

チンゲン菜 

格子１枚越しに落ち着いた様子を見せる２頭。はかた

（左）とラビ（右）。令和６年３月４日（撮影：松本） 
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芋
の
効
能 

 
昨
年
１
年
間

限
ら
れ
た
資
源
や
条
件

の
よ
う
に
餌
を
与

模
索

当
初
は
嗜
好
性
が
上
が
る
た
め
サ

ツ
マ
イ
モ
な
ど
は
茹
で
て
与
え
て
い
ま
し
た

食
べ
や
す

甘
さ
も
増
し
て
い
る
の
で
反
応
が
良

試
し

に
生
で
与

と
噛
む
時
間
が

増
え

さ
ら
に
大
き
な
塊
の
ま
ま
生
で
与
え
る

ボ
ロ
ボ
ロ
と
食
べ
か
す
が
こ
ぼ
れ
る
こ
と
も
あ

そ
れ
を
再
度
つ
ま
ん
で
食
べ
る
な
ど
摂
餌
時
間
は
少
し

長

形
も
口
に
ポ
イ

入
れ
ら
れ
る
一

口
サ
イ
ズ
よ
り
も

状
に
す
る
こ
と
で
保
持

し
て
食
べ
る
と
い
う
行
動
を
促
す
こ
と
に
も

 

摂
餌
時
間
を
延
長

多
様
な
行
動
を
引
き
出
す
試

行
錯
誤
の
な
か
で
サ
ツ
マ
イ
モ
に
つ
い
て
行
き
着
い
た

干
し

自
身
が
贈
答
で
も

食

使
え
る
か
も

思

茹
で
て
切

干
す
だ
け
な

の
で
簡
単
に
作

ヒ
ト
用
の
場
合
は
２

５
日
間

干
し
て
作

干
す
期
間
を
伸
ば
す
と
硬
さ

が
増
し
て
い
く
こ
と
が
分

２
週
間
以
上
に

延
ば
し

の
よ
う
な
硬
さ
に
な
る
と

引

張
り
な
が
ら
噛

食
べ
る
よ
う
に
な
り

摂
餌
時
間
は
か
な
り
延
長
で
き
ま
し

一
生
懸
命
食
べ
て
い
る
に
も

６
cm
ほ

ど
の
干
し
芋
を
1
本
完
食
す
る
の
に
10
分
以
上
か
か
り

硬
さ
だ
け
で
な
く
甘
み
も
豊
富
で
嗜
好

性
も
高

ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
よ
り
も
高
い
嗜
好

性

 

芋
の
種
類
も
大
き
く
影
響

ホ
ク
ホ
ク
系

紅

割
れ
る
よ
う
な
硬

ト
リ
系

紅

ス
ル
メ
の
よ
う
な
割
れ
な

い
仕
上

摂
餌
時
間
は
さ
ら
に
増

 

こ
の
丹
精
込
め
て
作

干
し
芋
を
用

同
居
時
に
他
個
体
へ
の
意
識
が
分
散

し
い
時
間
が
確
保
で
き
る
の
で
は
と
考
え

同
居
す
る

飼
育
場
に
ば
ら
撒
く
よ
う
に
多
量
に
利
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フブキ来園 
ご挨拶 

フブキ来園 

２０２４年３月１５日にユキヒョウのフブキ（オス・６歳）が

多摩動物公園より無事に来園しました。 

長旅の疲れも見せず、扉を開けるとすぐに獣舎の方へ

出て、部屋の中を探索していました。 

まだ若干警戒していますが、フブキも少しずつ環境に

慣れてきている様子です。 

サポートクラブのみなさま、いつもご支援いただきましてありがとうございます。 

アムールトラ・ユキヒョウ担当の小林です。 

導入準備を含めて９年間担当させていただいたアジアゾウ担当から、この度アムールトラ・ユキヒョウ担当

になりました。ネコ科の担当は初めてとなります。初心に返り、日々勉強してがんばっていきたいと思いま

すので、今後ともよろしくお願いいたします。 
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トングで鹿肉を食べるフブキ       トートは自分から乗ってスタンバイ OK 

 

 

 

 

 

 

トレーニングやる気満々のシジム         爪切りの練習を始めました 

体重測定 

アムールトラの「トート」、ユキヒョウの「シジム」は定期的に体重測定をしておりますが、

「フブキ」はまだ体重計に乗ることに慣れていません。 

まずは体重計に誘導しなければなりませんが、最初は警戒してなかなか近寄ってくれま

せん。体重計に餌を置いて人の気配を消すと徐々に食べてくれるようになり、トングを使

っての給餌に慣れ、ようやく体重計に誘導できるようになってきました。 

来園から１か月後の４月１５日に初めて計測することができました。 

 

（４月１６日現在） 

アムールトラ♂「トート」 →１８５．０㎏ 

ユキヒョウ♂「フブキ」  →３７．５㎏ 

ユキヒョウ♀「シジム」  →２７．５㎏ 
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前担当者が力作したサインを寒帯館に新しく掲

示しました。 

アムールトラ・ユキヒョウのためにがんばりたいと思

いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

アムールトラ・ユキヒョウ担当 小林 
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